
今年のＢ級グルメは？！

「奥久慈の恵うまかっぺ」が寄贈されました四季彩館300万人達成
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10月５日、市文化センター前広場を会場に第３回常陸大宮ふるさとＢ級グルメ選手権が開かれ、今年は24団
体が出店しました。出店団体の他に、「宇都宮餃子」や「五浦ハム焼き」、過去２回の選手権でグランプリに輝い
た「大宮チキンバンバン」、「常陸大宮手打ちけんちんうどん味噌仕立て」がゲスト参加し、にぎわいを見せてい
ました。

来場者が投じた割り箸の量で審査され、今年の結果は次のとおりとなりました。

【第３回常陸大宮ふるさとＢ級グルメ選手権　結果】　

グランプリ　「大宮きのこたっぷり五目ふかし」(河西明美)
２位　　　　「大宮手羽ジャン」(四季彩館)
３位　　　　「大宮常陸牛バーガー」（(株)エディファミリー富士祭典）

▲常陸大宮高等学校食物部も出店！▲買い求めた料理を早速味わう来場者の皆さん

10月４日、精米「奥久慈の恵うまかっぺ」400kgが、
茨城みどり農業協同組合から寄贈されました。これは、
市内小中学校の給食の一日分にあたります。

このお米は、常陸大宮市と大子町で生産されたもの
で、地元の農産物の良さを知り、食の安全と安心そし
て環境について考える機会になればとの願いを込めて
寄贈されたものです。

寄贈されたお米は、市内の小中学校の給食で提供さ
れ、児童・生徒たちは、ふっくらおいしいご飯を味わ
いました。

10月４日、ごぜんやま温泉保養センター「四季彩館」
の入館者が300万人に達しました。

300万人目には、城里町の木村進司さんとそのご家
族。三次市長と共にくす玉を割って、300万人達成を
祝いました。
「ちょうど300万人目でびっくりしたけど、うれし

い」と語る木村さん。記念に年間パスポート、ゆずサ
イダーなどの詰め合わせが贈られました。

四季彩館は平成７年にオープンし、平成17年には
来館者が200万人に達していました。

（敬称略）



お宝発見事業（第４回）

男女共同参画講座
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市内の小学生が市の誇れるもの、かけがえのないも
のを学び、体験する「常陸大宮市のお宝発見事業」の
第４回が、10月５日に実施されました。今回は、美和地
域鷲子にある「ピジョン美和の森」について学びました。
参加した32人は、初めに、木や森の働き、生活との

関わりについて説明を受けました。次に、実際に植樹
を行いました。慣れない作業に苦労しながらも、指導
者のサポートを受けながら頑張ってコナラとエノキの
苗を植えることができました。植えた苗には、記念に
日付と自分の名前を書いた木札を付け、うれしそうな
表情を見せていました。参加者からは、「森のことが
少しわかりました。これからも木を大切にしたいです」
との声が寄せられました。

10月６日、御前山青少年旅行村の野外炊飯場で、「非
常時に役立つ野外料理」と題し、男女共同参画講座が
開催されました。これは、東日本大震災の経験を踏まえ、
いざという時に役立つよう市男女共同参画推進会議が
中心となり、開いたものです。
講師は、市男女共同参画推進会議委員であり、市内

で割烹料理店を営む茅根和史氏と長岡久人氏が務め、
他の委員さんも参加者のサポートにあたりました。
参加者は子どもを含めて14人で、講師の指導を受け

ながら火起こし、洗米、野菜の刻み、味付けなどそれ
ぞれを分担し、お互いに協力しながらサバ缶を使った
カレーと中華春雨スープを作りました。ご飯を炊くの
に火加減や時間の頃合いが難しく、ちょっと焦げてし
まいましたが上手に炊くことができました。

参加されたお父さん、お母さん、お子さんたちが、
お互いに協力し合ってできた料理をみんなで和やかに
いただきました。
参加者からは、「比較的簡単にでき、しかもおいしく

いただけて大変良かった。また、今日のような役に立
つ講座に参加したい」との感想が寄せられました。

広報紙　半枠（縦45mm×横  85mm)：   9,000円/回
　　　　全枠（縦45mm×横175mm)：18,000円/回
＊詳しくはホームページをご覧いただくか、本庁総務課

行政改革推進室（☎52-1111　内線322）までお問
い合わせください。

  URL　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

広報常陸大宮・ホームページ

掲載広告募集中！



親子ふれあい料理教室・ガスコンロ贈呈式

合同訓練に参加
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10月７日、大宮西小学校５年生児童・保護者と茨
城県高圧ガス保安協会大宮大子支部による、「親子ふ
れあい料理教室並びにガスコンロ贈呈式」が開催され
ました。
これは、高圧保安協会が推進している事業で、LP
ガスを生かした調理方法を学ぶとともに、最新のガス
コンロに触れることによりLPガス事故の未然防止を
図るため、実施されたものです。

▲講師の真嶋伸二先生の説明を真剣な表情で聞く児童と保護者▲左から飯田正博協会支部長、
　栗田将夫大宮西小学校長

10月９日、JR常陸大子駅構内において消防・警察・
JRの３機関での合同訓練が実施されました。訓練は、
人身事故が発生したとの想定で、列車の非常停止から
負傷者の救出救助、運転再開までを迅速かつ安全確実
に行いました。

市消防本部からは、救助隊が参加。119番通報から
救助出動し、負傷者の救助のため、マット型空気ジャ
ッキを使用し車両を持ち上げ、負傷者の救出訓練を担
当しました。

人身事故が発生した場合の注意点を確認しながら訓
練を実施することができ、実りある訓練となりました。

10月10日、栄町環境美花クラブ（鴨志田紘
ひろつぐ

二会長）
から大宮小学校（中島康弘校長）へ木製ベンチ５基が
贈られました。

これは、県森林湖沼環境税による補助を受け、美和
地区の間伐材を有効活用して作られたものです。

６年生65人は、同クラブに所属する21人の方から
指導を受けながら、やすりがけやニス塗りをし、ベン
チを仕上げました。また、森林教育を兼ね、丸太を使
ってコースター作りも行われました。

完成したベンチのうち４基は校庭に、残りの１基は
校舎の廊下に設置されました。

開催に先立ち、飯田正博協会支部長より栗田将夫大
宮西小学校長に贈呈されたガスコンロ９台の目録が手
渡されました。
その後、真嶋伸二先生（中川学園調理技術専門学校）
を講師に迎え、料理教室を行いました。参加した児童・
保護者は最新のコンロで調理し、できあがった料理を
おいしそうに試食していました。

ベンチ寄贈

～栄町環境美花クラブから大宮小学校へ～



有害鳥獣捕獲実施

いっしょにまちづくりいっしょにまちづくりいっしょにまちづくり
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▲左から諸澤さん、茅根さん

野生鳥獣による農作物の被害防止のため、７月１日
から８月31日まで、市内全域で有害鳥獣捕獲を実施
しました。捕獲結果は下記のとおりです。

野生鳥獣による農作物の被
害を防ぐには、電気柵などの
防護柵の設置の他にも、隠れ
所となる耕作放棄地や農地周
辺の山林の草刈り、集落に餌
を残さない取り組み（野菜く
ずや収穫物を放置しない等）
が大切です。

　地域
種類　 大宮 山方 美和 緒川 御前山 合計

イ ノ シ シ 16 7 4 12 6 45

ハクビシン 1 2 0 2 4 9

カ ラ ス 0 2 0 3 0 5

カ ル ガ モ 0 0 2 0 0 2

タ ヌ キ 0 1 0 5 1 7

ヒ ヨ ド リ 0 0 0 0 0 0

カ ワ ウ 1 14 1 6 0 22

順不同・敬称略 　任期満了により、教育委員の宮田愼
まこと

さん（千田）
と横山英生さん（小祝）が退任され、新たに10月
20日付けで、諸澤信子さん（野口平）と茅根正憲
さん（中富町）が就任されました。

《教育委員会へ》

《奨学基金へ》

善意をありがとう

常陸大宮ライオンズクラブ
50,000円

有限会社瑞穂農場　
500,000円

ボンド商事株式会社
194,509円

教育委員さんが変わりました

回り舞台で「花カフェ」開催!
先日の西塩子の回り舞台の会場

で、「花カフェ」を開きました。「花
カフェ」は茨大の学生が、お世話
になっている地元の方と一緒に、
お花を楽しみながら交流するカ
フェとして昨年初めて企画し、今
年が２回目です。

今年は、９月初めにおがわ花の
会の皆さんと一緒に植えたコスモ

スがきれいに咲いて、「花カフェ」という名前に相
応しいものになりました。 自分たちが栽培したじゃ
がいも・とうもろこし・かぼちゃを使った３種類の
スープと、塩田のそば粉を入れたスコーンを用意し
ました。文化デザイナー学院の学生と共同で試作を
重ね、準備は大変でしたが、たくさんの方に味わっ
ていただくことができました。

また、回り舞台期間中は、西ノ内紙など市の特産
品をPRし、茨大生による「回り舞台バックヤード
ツアー」などでも精一杯盛り上げました。 先輩た
ちが始めた「花カフェ」を引き継ぎ、今回新しい工
夫をして実施できたことを嬉しく思います。今後も
継続していきたいと思います。

茨城大学人文学部
社会科学科 ４年
高橋　果歩さん



第８回一般女子バレーボール大会第18回秋季ソフトボール大会

市民の方からの まちのできごと
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開催日：９月22日 
主　催：市バレーボール連盟（桑名輝美会長）
会　場：西部総合公園体育館
参加チーム：10チーム

　　優　勝　　大宮ユアーズ
　　準優勝　　グルービー
　　第３位　　紫陽花
　　　〃　　　盛和球友クラブ

開催日：９月22日、29日
主　催：市ソフトボール連盟（神永哲男会長）
会　場：西部総合公園多目的グラウンド他３会場
参加チーム：35チーム
　
　　優　勝　　　　盛和
　　準優勝　　　　舟生ソフト
　　第３位　　　　小場ソフト
　　　〃　　　　　辰ノ口ソフト

　　最優秀選手賞　大森　　渉（盛和）
　　最優秀投手賞　渡辺　　洋（盛和）
　　敢闘賞　　　　小久保智宏（舟生ソフト）

▲優勝した大宮ユアーズの皆さん▲優勝した盛和の皆さん

第 1回世喜地区区民運動会
世喜体育協会　小林　道治さん

　10月の秋晴れの下、１回目となる世喜地区区

民運動会が開催されました。例年は、小学校の運

動会と合同で行われていましたが、今年３月に世

喜小学校が統合となり、区民だけでの開催となり

ました。区、体協、子ども会、高齢者クラブ、母

の会など各種団体が協力して、計画、準備、当日

の運営などを行いました。当日は３世代、４世代

にわたる多くの区民の方々が参加して盛大な運動

会となりました。

　初めての開催なので課題も残りましたが、無事

終了して、ホッとしています。来年度も区民の皆

さんが楽しく元気に参加できる運動会にしていき

たいと思います。

ビーンボーリ
ングは、ボール
が 当 た る と 豆
（ビーン）が弾
けたように、ピ
ンが動く様子か
ら名付けられた
ニュースポーツ
です。

プ レ ー ヤ ー
は、じゃんけん
で先攻後攻を決
めて、１フレー

ムにつき２球ずつ投球します。投球ラインからピン
までの距離は、５ｍ、７ｍ、９ｍの３カ所に設定さ
れていて、それぞれの距離から３フレームずつ、合
計９フレーム投球して１ゲームとなります。反転し
たピンの点数が得点になります。

10月10日に行われた「スポーツクラブひたまる
25」のクラブ活動においても、親子連れの会員さ
んがビーンボーリングを楽しんでいました。

ニュースポーツ紹介③

「ビーンボーリング」

（敬称略）




